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実験的空洞形成について

「ツ」多桝体，卵白アルブミン， Myc.phleiによる肺内アレノレギ戸実験

森川和雄 奥山春枝

柘植薫太田明彦

(北海道大学結核研究所病理部)

(昭和36年6月30日受付)

結核病巣における壊死，軟化，更には空洞への進展がア

レノレギー性変化に相当してることは古くから Schwartz1)

武田めらが注目しており，実際に空洞性病変の作成に成

功しているが，;I!i時山村町は肺内直接注入法によノて容

易に実験的空洞を高率に作ることに成功して以来，結核

性空洞の組織発生について，再び多数の実験的研究が報

告されるに至っている。

われわれは前報4)において， Iツ」蛋白叉は「ツ」多糖

体による家兎の感作及び再注入を行なソて肺に空洞を合

む病変を作らせ，死菌による病変との比較から，結核病

変発生における蛋白及び多糖体の役割を推定したが，今

回はその基礎的研究を更に発展させる意味から，再び

「ヅ」多糟体を使用し，叉通常の蛋白質の代表として卵

白アルブミンを，更には結核菌に類似する非病原性菌と

いわれる Myc.phleiを用いて空洞形成を目標に， 夫々

の府変の組補i学的追求を行なソたのでここに報告する。

第1実験 「ツ」多糖体による実験

緒言に述べた通り，前報のにおいて「ツ」多糖体によ

る感作及び challenge実験の成績は報告した。これによ

れば， Iツ」多糖体は[ツ」蛋白よりも死I萄免疫家兎に

高率に空洞を含む壊死性病変を慧起した。今回{1:前報と

は，製品が異なっているが，一応2倍量を challengeに

用い，空洞の発生をより高率にしようと試みた。

実験材料及び方法

「ツ」多糖体製法:前報のに述べた通りであるが，

TPs 45の他に今回は TPs80とTPs95を等量宛混合し

て用いた O この材料を TPs80-95と以下記載する。なお

その化学組成は第 l表の通りである。

毒力菌:北大結核研究所予防部保存，仲野株人型蔭i

BCG:北大結核研究所予防部保存株

adjuvant: Arlacel1: Drackeol 9の比に混合したもの

表1. Iツ」多糖体の化学組成

INμ|防[hexose~;; [pen山%
TPs 45 I 0.75 I 0.09 I 88.3 < 1 
TPs 80-95! 1.86 I 0.46! 45.5 12 

N: Mikro-Kjeldahl法 P:Bartlett法

hexose: Anthrone法， glucose換算

pentose: H2SO.-cystein法， ribose換算

実験方法.白色健康家兎17匹(雑系)に BCG10mg 

(湿尾tlを樗部皮下に注射， 1月後再び BCG10mg (湿皐t)

を0.5meの生食71<.に浮漁，これに adjuvant0.5 meを加

えよく振滋し，これを脅部皮下に接種した。なお T347，

3'18， 349のみは 1月前の BCG接種を行なっていない。

最後の BCG接種後2週日に60倍!日「ツ」による皮内

反応を実抱し，又同時に採血し，分離後血清について沈

降反応重層法による抗体価の測定を行なコた。なお沈降

反応抗原としては「ツ J 蛋白 TPt-1 の O.OOl~;;液を用い

たC

BCG接種後 17日目，新たに加えたE常家兎9匹と共

に，奇力関 1mg， TPs 4510 mg， TPs 80-9510 mg (夫々

l匹あたり)の 3種類の何れかを0.1meの生食水に浮瀞

又は溶解し，これに0.1meの前記 adjuvantを混合，ピ

エーJレ管によって気管切開のもとに肺内に注入した。

注入後30日， 60日目に各群半数宛を殺し剖検，組織

学的検査を行った。

成績

1. Iツ」反応及び抗体価

肺内注入3日前における「ツ」反応の強さ及び血清抗

体価は第2表の通りである。

なお後述の空洞形成の程度と比較に便なるために後処

置後の分も一緒に記載した。



い。 Fig.2に見る如く空洞援は薄くその外側は肥厚した

胸肢のみからなり，三空洞内面には少量の壊死物質を附着

さぜている。;Ji'前処置群では!天正!色肉芽性的巣をロ忍め，

T 375では小葉性の壊死巣が発生している。

ii) 60日目

a) 生菌注入群:免疫群では 2/3例に高度の空洞性病

変を認め， T 334 (Fig. 3 )では明瞭な空洞雫の形成を認

める。一方非免疫群でも肉芽巣中に軟化現象の発生を認

める。

b) TPs 45注入群:割面では濃縮空洞で且ってもっ

と大きな空洞性変化のあソたことを示す。一方非免疫群

では無気柿性硬結を見るにすぎない。

c) TPs 80-95注入群:免疫群では2例共に小空洞の

形成をみ，これも濃縮空洞と判断される。殊にT335は

30日目のレ線写真でR大空洞のあノたことを確認されて

いる。非免疫群では殆んど病変を認めない。

3. 組織学的変化

今回と同様の実験は既に前報4)に報告し，組織学的変

化も記載ずみなので今回は略記の程度に止める。

a) 生菌注入所見

前処置群では 30日後空洞の形成を見るが，空洞壁の

壊死物質の量は不定で，空洞周辺には多量の類上皮細胞

性繁殖，増殖炎を認める。 60日目の変化も同様である。

非処置群では類上皮細胞性繁殖，増殖炎が起っているが

壊死巣の形成は弱く，部分的な多核球集合巣の程度にす

ぎない。しかし 60日後には軟化巣の発現が見られる。

b) TPs 45注入所見

非前処置群では 30日日で既に，大小の壊死巣を持つ

比較的大きな類上皮細胞性結節の形成が見られる O 壊死

巣内には肺胞構造を認めることが出来る。 しかし 60日

目でも病変の進行は認められず，類上皮細胞結節は縮小

化し，胞隔肥厚による無気肺病巣が著明に見られるよう

になる O 一方前処霞群では，空洞形成著明，洞壁壊死物

質の最は不定であるが，一般に壊死物質の少ない空洞墜

には結合織性の被包化が見られる O 周囲には多核球浸潤

強く，叉リポイド肺炎様jl~巣も認められる。 60 日になる

と壊死巣周辺に類上皮細胞層は殆んどなくなり又空胞性

細胞の多い肺炎病巣が多くなるが，多核I:Rの参勺はやは

り多い。

c) TPs 80-95注入病変

非前処買群では比較的大きな壊死巣を認め，その周囲

には tuberculoid組織を認めえない。しかし別の部には

リンパ球層を持つ定型的知上皮細胞結節を認める。部分

的に;(iJ離性肺炎，高度の無気肺巣も認める。一方前処民

訴では顕著な空洞形成があり，一般に空洞墜の壊死物質

一

都

一

一

宮
「
l

i

ト

z-
置

数

一

一

腕

一

池

田

一

却

叩

叩

一

印

印

開

寸

時

一

l
I
L
-
-

e

一

一

処

一

毒

力

生

菌

、

注

入

ぁ
「

L
F「
ー
ー

態
一
清
価
μ

七
円
一

状
一
包
耕
一
町
附
一
円
叫
凶
。

作
一
血
抗
パ
一

鴻
一
|
引
一
川
川
J
1

2

;
一

l

(

験

一

反

叫

一

1

1

1

突

一

円

同

一

川

出

刈

し

ん

圏

一

i

一

0

5

2

宮

本

田

f
l

一

qu

ー
よ
り
臼

-

n
辿

一

2
-

付

置

一

表

『

日

「

一

U
2

早

島

町

一

q
O
A
t

zヲ
宅

一

η

、u
q
u

蜘

一

T

T 十

68 

十件

fH十16 

8 

(C.') 

(件)

18 >く22

16x 16 

18)く22

B

C

G

 

T 347 

T 334 

T 340 十十

仲村

4 

2 

8 

e') 

川
間

(+) 

戸

h
d
n
w
u
nり

つム

1A

っ“

x

x
×
 

q
J
o
δ

巧

i

つM
1

ょ

1ι

皮

下

注

射

T 346 

T 331 

T 341 

Fト

十十

!叶

60 

A
U
 

F
O
 

入

TPs 
80-95 

2 

64 

32 

つ
】

2

2

8

 

η
d
q
o
 

刊

仙

川

間

(叶

引斗

(~-L) 

戸

U

Q

U

1

L

ヴ

i--

4

1

2

1

A

2

 

x

x
×

x
x
 

っ“戸
D

A

V

ウ
a
ハ
り

つけ

1
ム

の

ム

t

i

T

A

T 348 

T 33fi 

T 339 

T 345 

T 332 

T 338 

T 344 -H+ 

十

注

入
2 

(十)

:;;;l i:;:::: 
16x 17 

内
U
C
O
 

r:ソ」反応は全例陽性であり， T 347-349は BCG接
持2 週間であるにも拘わらず明らかに陽転していた。但

し陽性の程度iこは強弱積々の差が認められる。

一方血清抗体価においても，最高は64佑ー陽性から 2倍

稀釈陰性まで，相当広い幅を持っていることがわかる。

以上の皮膚反応，抗体価を考えに入れて，これを3群

にわけて， challengeを行ない，各群聞の皮膚抗体，血

清抗体の差をなるべく少なくするように努めた。

2. 音Ij検所見

i) 30日目

a) 生商注入群:免疫兎では高度の壊死性病変が殊に

下葉に発生し， 2/3に空洞の形成を見る。対照のゴ|自IIj処

Ln兎では，結Ifri性の小壊死性病変を認めるのみ。

b) TPs 45注入群:免疫兎では病変は幾分I;E局性で

あるが， 2/3に空洞を認め， )I~(に T341では Fig・1に示

す如く左下葉の殆んどが壁の薄い空洞と変ッている。非

前処置群では病変は更に限局し，壊死肉芽性小山巣を見

、せる。

c) TPs 80-95注入群;免疫群全例に高度の空洞性病

変を認めるが，空洞の部分以外には殆んど病巣を認めな

つ
~ 



l土殆んどなく直接，形態のしソかりした類上皮細胞ある

いは結合織が露出しており，その周囲には全く変化の見

られないMî胞ltf!.l~存在する。(ìO 日目では空ilrd 化は剥く，

類上!父細胞i首殖{象が若:問になる。

小括

BCG接種戸Aと正常兎に奇1J生育， TPs 45， TPs 80-95 

を adjl1vantと共に肺内に注入すると，免疫兎のみに空

洞の形成が見られた。この空洞形成率は毒力生南よりも

TPsの方がむしろ高く，殊にTPs80--95では全例1こ空洞

の形成を見た。なおこの空洞の形成と「ツ」反応及び血

清抗体価から見た免疫状態とは，直接の関連性は認め難

い。 i欠に肺病変を組織学的に見ると， 1i力生闘ではー般

に広範囲な病変の発生を見るが， TPs注入群では病変(土

限局し，殊にTPs80-95注入群では病変は全て壊死，空

洞化を起し，その附近に類結核病巣を持たない例も存在

する。 しかし司方において TPs注入群殊に TPs80-95 

注入例には典型的類上皮細胞結節の形成を認めえた。又

生菌病変は30日後から 60日目迄進行するに反し， TPs 

病変は60日では30日より縮小し，程度の軽い病変を示

した。

第2実験卵白アルブミンによる実験

空洞の発生が肺のアレルギー性変化によるとすれば，

異種蛋白である卵白アルブミンを用いても空洞を形成す

ることが出来ると考えて少数例ではあるが次のような実

験を試みた。

実験材料及び方法

卵白アルブ Zン Co¥eの方法めに従って，本研究室に

おいて精製した結品卵白アルブミンを用いた。

先ず白色健康家兎4匹に匹当り結局卵白アルブミ

ン30mgを生食水1.5meに溶解， これに第1実験同様
の adjuvantを1.5m6混合したものを腎部皮下に注射，

以上の感作を隔日 3回行なった。 1匹当り 90mgの卵白

アルブミン感作を行なったことになる。

感作30日後，卵白アノレブミン 1mgの皮内注射による

皮内反応を検し，同時に採血，血清について沈降反応重

層法による血清抗体価(血清稀釈)を調べた。

その 2日後，第 1実験同様の方法で，新たにJJ日えた健

康家兎2匹と共に 105i;;卵白アルブミン液と等量の adju-

vantを加えた混合液0_2m6を柿内に注入した。 1匹当

りの卵白アルフミン量は 1mgに相当する。

肺内注入後 10日， 21日， 30日に剖検し，組織所見を

求めた。

69 

成 績

1) 皮内反応及び抗体価

所ri内注入2日前の!ぷ作状態は第3表の通りで何れも強

ぃArthus現象と高い抗体価を示す。

表 3. 免疫家兎の感作状態

Arthus現象 | 動物番号J.J..J.UJ.U "， oI-..7D~<;'抗体価(血清稀釈)
(mm) 

A 13 22x22 (B) 128 

A 26 23x40 (B+N) 256 

A 27 30x30 (B十N) 512 

A 29 30x 35 (B十N) 128 

B: 水泡形成， N: 壊 死

2) WiJ t会所見
10日目所見:A 13 (免疫兎)が Bronchography中事

故死したので，剖検すると右目市下葉最下端に栂指頭大の

暗赤色病変あり，中心は黄色と変り軟く，壊死病巣と考

えられる。

21日目所見:A 26 (免疫兎)は左下葉に示指頭大の膨

隆した附赤色病巣があり，硬い。宮l両では小豆大の壊死

巣の発生，その外側には半透明な肉芽層を有し，ごく小

さな空洞様間隙の形成がある。

A 31 (非免疫兎)右肺下葉上部に三角形， 小指頭大の

暗赤色病巣，硬い。無気肺病巣である。

30臼日所見:A 27 (免疫兎)では病変を認めえない。

A29 (免疫兎)左下葉の上外縁に示指頭大の暗赤色硬い

結節様病巣を見る。

A30 (非免疫兎)A29と同様な結節様病巣が右下葉下

端に存在する。

3) 組織所見

A 13 (10日目免疫兎)では小壊死巣の形成があり，多

量の核片の存在を見る (Fig.4)。 壊死巣周辺には類上皮

細胞と判断出来る大型細胞とプラスマ細胞を認めうる。

気管支は強い上皮剥離と強い多核球の浸潤があり，腔内

lこも多量の白血球の塊状i参出像を認めるo A 26 (21日目

免疫兎)にも Fig.5に示した壊死巣を認め，その壁は結

合織で明瞭に区別され，この部は気管支上皮の剥離によ

る気管支壁結合織と壊死物質の接触像と考えられる。更

に周辺には強い充血と，肺胞上皮の再生像，及び多量の

多核球浸潤を見る。

A 29 (30日目免疫兎)では Fig.6のょに壊死巣の無構

造化(乾;酪性病巣への接近)が見られ，その周辺にはなお

多最の多核球，小単核細胞の出現が認められ，結合織の
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増殖像も存在する。しかし A13に見た大型細胞はもは

や存在していない。

一方非免疫群では(A31，21日目)Fig. 7のようにリポ

イド肺炎様の空胞化した大単核細胞の肺胞内充満像と更

に小単核細胞による結節様被包化が認められる。しかし

30日目 (A30)では Fig.8に示す如く強い腰湯様の壊死

巣の形成が認められ中心部は無構造に陥 3 ている。多核

球反応は壊死巣周辺部に強烈である。

小括

卵白アルブミン感作兎及びE常兎の肺内に adjuvant

加卵白アルブミンを注入すると，限局性に強い壊死性病

変の発生を見たが，空洞化は見られなかった。この壊死

巣は通常の膿蕩と区別のつかない多核球反応を伴ってい

るが，周辺部には初期に類上皮細胞様の大型細胞の出現

が見られる。 病変は気管支を中心とし，壊死巣の壁n旦
ての気管支が作フているものが多い。なお 21日迄け、正

常兎にはりポイド肺炎様病変しか認めないが， 30日では

明らかに膿蕩性病巣の形成を認め，免疫群病変との接近

が確認された。

第3実験 Myc.phleiによる実験

今回はこの報告の最後に結核薗とは細菌学的に同じ部

類に属する Myc.phleiを用いて，結核菌との交叉性の免

疫実験を行ない，両者の抗原性の類似性又は相異を調べ

てみた。

Myc.phleiは元来非病原性細蘭と考えられているが，

たしかに Myc.tuberculosisとは共通抗原があり， これ

も使用方法によれば空洞性病変を立派につくることが確

かめられた。

実験材料及び方法

Myc.phlei:当研究所予防部に保存する株で， これを

加熱死繭として用いた。

Myc.tuberculosis:当研究所保存の H37Rv株でこれ

を加熱死菌として用いた。

感作:Myc.phleiもMyc.tuberculosisも夫々加熱死菌

10 mgを生食水 1meに浮滋し，これに 1meの adju-

vant (前実験通り)を加え計2meを各6匹宛の兎の腎部

皮内に注射。以上の感作を隔日 3回行なソた。各l匹当

りの死菌接種量は夫々 30mg宛に相当する。

肺内注入;感作終了後30日目， Myc.phlei，結核菌感

作群を3匹宛の2群に別ち，新たに加えた正常家兎3匹

宛と共に半数には Myc.phleiを，他の半数には結核繭を

前実験同様に肺内に注入した。注入量は死繭5mgを0.1

meの生食水に浮滋，これに O.lmeのadjuvantを加え，

i匹当り 5mg宛の死菌を注入したことになる。

注入後30日白に全例を殺して音Ij検した。

成績

病変程度，空洞形成の程度は第4表に示した。
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1) 剖検所見

a) H37Rv注入病変

i) H 37 Rv感作群 (TT12， TT 13) 

TT 12にはlOx8，4x5mmの空洞， TT 13には 11

x6， 11x5， 8x3mmの夫々独立した空洞がある。周囲

の肉芽層は比較的少ない。

ii) Myc.phlei感作群 (PT1， PT 2， PT 3) PT 1には

12X7， PT3には27x20mmの巨大空洞の形成を見る o

Fig.9はその一部である。後者では空洞察の形成が顕著

に認められる。

iii) 非感作群 (T7，T8) 

両例共灰白色硬結が見られ殊にT8に強く右肺全葉が

肉芽組織と変ッており，小壊死巣の形成があるが，空洞

は見られない。

b) Myc.phlei注入病変

i) Myc.phlei感作群 (PP4， PP 5， PP 6) 



1-3個の壊死巣を含む肉芽組織の形成が認められ，

PP6には 21x12mmに及ぶ大空洞の発生をみた (Fig.

10)。

ii) H37Rv感作群 (TP14， TP 15， TP 16) 

TP 14， TP 15の2例に 11x16mmの肉芽組織を見，

少量の壊死巣の発生を見るが空洞は見当らない。

iii) 非感作群 (P9， P 10， P 11) 

P 10には 3x9mmの壊死巣， P 11には 22x18mm 

におよぶ肉芽巣があり，その中tこ粟粒大の壊死巣数個の

散在を認める。

~) 組織学的所見

a) H37 Rv死菌注入所見

i) H 37 Rv 感作群 (Fig.11)

空洞壁に多量の壊死物質，その外側に頬上皮細胞属，

~に外側には大単核細胞を'f';んだ気管支上皮が存在。一

般に多量の類ヒ皮細胞性病巣をノjミす。

日) Myc.phlei感作群 (Fig.12)

この所見は全く人型繭感作1Ir.と変らない。ラ:貞ω立Iく

類上皮細胞層をとりまいて多量:の小単核細胞，少量の巨

細胞を認める。

iii) 非前処置群 (Fig.13)

写真の如く多量の類上皮細胞性繁嫡，増殖炎病巣をノJミ

し，中に比較的多量のi三細胞を泌じ，又壊死巣の形成も

あるが，軟化現象は認められず， adjuvantによると忠わ

れる空胞の出現が壊死巣に存在する。

b) Myc.phlei死闘注入所見

i) Myc.phlei感作成 (Fig.14)

空洞壁には少量の壊死物質を介して多量ω瀬上皮細IIJ包
層が存在し，この層には比較的多い 1 ':細胞のí1~入を見
る。このような変化からは，全く人型繭感作兎に人型的

challengeを行なソたものとの間の差異を認めえない。

日) H37 Rv感作群 (Fig.15)

細胞!伎の非常に明瞭な類と皮細胞による増殖，繁殖炎

性病巣からなり，中にh細胞及び比較的多量の多核球，

小単核細胞を入れている。なお一部の多核球は膿湯様に

集合している。叉サイコロ形になリた気管支と皮に囲ま

れた気管支腔には，大単核細胞，惨出液を入れている。

iii) 非感作群 (Fig.16)

限局性の類上皮細胞結節を作り，小単核細胞の渉Hj強

く，一部大きな結節の中心部は壊死に陥入ソているが，

こωような結節の形態は人JflJI指によるものと治んど区別
しえない。

括

人型結核的死l't~又は Myじ.phlei 死闘の ("jれかで感作し
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た家兎及び正常家兎の肺内に，結核死i罰Myc.phleiの何

れかを注入して 30日後の所見を調べた。

結核菌を注入した例では感作が結核菌であろうと，

Myc.phleiであろうと同様に空洞の形成が見られた 3 又

万Myc.phleiを注入した例では， Myc.phlei感作兎の

一例に空洞の形成を認めえた。非前処置兎には空洞の形

成はなかソたが， Myc.phleiによヌても壊死性病変の発

生を見た。

以上の病変を組織学的に見て， Myc.phleiによる病変

は，前処援の有無に拘わらず，'I{;んど結核死的注入病変

と変る所を認めえなかリた。

総括および考按

空洞のアレルギー性発!と主については今主主述べる必要は

ない位，多くの研究荷ーによ‘'て締められている事実であ

る。今回の著者らの成績を見ても，全実験を通じて空洞

発生例は全て前処置としてj惑作を受けている。/主的のチ

ャレンジでも非!惑作例では601C1後軽度の軟化巣の成立

は見たが，空洞は出来ていない。

さてこのようなアレルギー現象が空洞の成立に深く関

係するとすれば，次に今回の 3実験を通じての目標であ

る抗原物質の.ihl述ということが問題になる。

先ず号待1実験から「ヅ」多、階体が生|摘にもまさる空制

発生率を見せていることに気付く O この際 1、Ps45より

TPs 80-95の方が遥かにその能力が強い。前報めで述べ

た/，(11く， TPs!;惑作兎のト之内に TPsを注射しても，単な

る異物炎としか，思われないね度の発亦が，lllるにすぎな

い。しかし，死闘免疫兎には高率に宅iliuを活生するとこ

ろから見れば，先ず第 1に TPs中に似入した士長I'Jが関

係しているωではないかと推祭される。たしかにiJl入蛍

(J量の多い TPs80-95が宅制形成準は高い。ところが前

報で述べた均!く，蛋白j長作兎lこ蛋白の肺内注入はごく弱

い病変しか発生しない。従寸てわれわれが蛍自画分とし

て取出した蛋白と， TPs中に泌入した蛍白とは抗原性の

異なった蛋白と見なければならないであろう。しかも

TPs中に混入した蛋白は感作原性がごく弱いけれども反

応原としてはごく強いハプテン様物質と見なすべきと:考

えられるつ更にもう一つ忽像されうることは，多糖体成

分そのものにアレノレギー壊死発生作用がありはしないか

ということである。 18本的は結核アレノレギーにおける壊

死は多糖体成分によると述べているが，多糖体そのもの

ののアレルギーが影響している司能性も高い。 TPs45と

TPs 80-95の多俗体を調べると前者には六炭糖が，後」ま

にはfi.f)之糖が多い。従ソてこの 1可能性に立ソて考えれば

IU;と燃に壊死形成能が高いということが詰える O 多籾i体
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はハプテンであって感作力は弱いが，反応原としては特

に沈降反応原として肺炎球菌についてその優秀性が認め

られている。結核菌においても，こののよう伝ハプテン

作用が灼いて，壊死空洞形成へと導くとも考えられる。

ただし生菌による空洞と TPsによる空洞を見ると，

必ずしも同一機転で発生していると見なし難い所見がえ

られている。すなわち， TPsでは病変は限局し，病変

部は完全に壊死空洞化を起し，附近には類結核病巣を持

たない傾向を有する。打抜き空洞の発生機転の説明には

都合が良いかも知れないが，本米の空洞発生については

その・部を解明しえたにすぎない印象を受ける。

J欠に第2実験は，蛋白質アレノレギーを利用した空洞形

成実験である。残念ながらこの実験では 1例にも空洞を

作ることは出来なかった。しかし強い壊死巣の発生を認

めえた。このさい特徴のあるのは多核球反応が強烈であ

ソて，通常の膿場と区別のつかない壊死巣であることで

ある。これは Arthus型壊死巣の特徴と見なされるが，

ただ壊死巣周辺に類上皮細胞様の大型細胞の出現が見ら

れることが，せめてもの結核性空洞への類似点である。

次に第3実験では結核菌とは同属の Myc.phleiを用い

て空洞形成を試みた。この際結核死菌注入兎には，感作

群のみに空洞の発生を見たが，感作は結核死菌でも，

Myc.phleiでも同様に発生した。又一方Myc.phlei死菌

注入例では Myc.phlei 感作兎にのみ空洞の形成を認め

た。このことから，結核菌と Myc.phleiには空洞性病巣

発生に関する共通抗原が存布することがわかる。しかも

上記成績から見て， Myc.phlei中のその抗原は感作力が

強くて，反応原性は余り強くはないと想像される。

さてこの際の雫洞の組織学は全くチャレンジ繭両者の

聞に差異を認めえない。結核性空洞の典型を示す病変が

Myc.phleiによソて発生することは，前記保l体多糖体，

蛋白質よりも別の抗原因子が空洞形成に関係しているの

ではないかとの推察を起す。今回の実験ではこれ以上の

ことは単なる推察にすぎないが，山村りはリポ蛋白質の

空洞形成を強調している O 又リポ多糖体の存在も軽視出

米ないと考えられる。このように脂質の参与が当然考え

られることで，結節形成に関係するといわれる脂質には

蛋白質と多糖体の協同作用によリて空洞性病変発生への

糸口を作り出すのではないかと考えられ，著者らもりポ

蛋白質を用いてのアレルギー反応を調べるべく実験にか

かづているところであり，空洞形成因子探究の一助とし

て今回はその成績を記載するに止める。

結論

実験的アレノレギー性空洞発生因子の探究への一助とし

て，感作兎および非感作兎の肺内に「ツ」多糖体，卵白

アルブミン， Myc.phleiを注入して病変を肉眼的，組織

学的に調べた。

1. 空洞は感作兎にのみ発生した。

2. BCG免疫兎に者)]生菌， Iツ」多糖体を注入した

際に発生する空洞は生菌よりも多糖体注入例に多く見ら

れる。殊にTPs80-95では 100%に発生した。

3. この空洞の形成と「ツ」反応及び血清抗体価から

見た免疫状態とは直接的関係を持たない。

4. ツ」多糖体による病変は限局性で，病変全部が

壊死，空洞化病変となり，周囲に類結核病巣を持たない

例も存在する O

5. 卵白アルブミン感作に同じ抗原を注入すると，肺

に強い多核球反応を伴vた壊死性病変が発生し，その性

格は結核アレルギー病変とは若干性質を異にする O

6. 結核死菌又はMyc.phlei死掴感作兎に結核死菌叉

はMyc.phlei死菌を交叉的に注入した際，結核死菌によ

る空洞形成は感作に用いた結核繭と Myc.phleiとの差を

認めえない。 Myc.phlei死菌注入例の空洞は Myc.phlei

感作兎にのみ見られ，結核死闘!惑作兎には見られなか J

た。又Myc.phlei死l蘭注入による病変と結核死菌による

病変との聞には差異を見出しえなかった。
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写真説明

第 1実験 「ツ」多糖体の肺内注入

Fig. 1 T 341， BCG免疫兎肺に「ツ」多糖体 TPs45を注入後30目。大きな空洞。

Fig. 2 T 338， BCG免疫兎肺に「ツ」多糖体TPs80-95を注入後30日。大空洞の形成。

Fig. 3 T 334， BCG免疫兎肺に毒力菌を注入後60目。大空洞の形成。

第 2実験 卵白アノンフミンの肺内注入

Fig. 4 A 13，卵白アノレブミン感作兎肺に卵白アルフミン注入後10回目。 既に広範な壊死巣の

形成，多核球主量出著明。

Fig. 5 A 26，同様の実験で 21目目。壊死巣に明瞭な分界が見られる。

Fig. 6 A 29， I苛様の実験で30目目。壊死巣の無構造化，多量の多核球浸潤。

Fig. 7 A 31ラ正常兎肺に卵白アルブミン注入21目。リポイド肺炎様病巣の出現。

Fig. 8 A 30，正常兎肺に卵白アノレブミン注入 30日。壊死巣の形成，多核球の浸潤著明。

第 3実験 Myc，phleiの肺内注入

Fig. 9 PT 3， Myc.phlei死菌感作兎肺に結核死菌を注入30[30 大空洞の一部と乾酪壊死巣。

Fig. 10 FP 6， Myc.phlei死菌感作兎肺に Myc.phlei死菌を注入30日。大きな空洞の形成，乾

酪壊死巣の白現。

Fig. 11 TT 11，結核死菌感作兎肺に結核死菌を注入 30目。空洞壁の壊死層と特異肉芽層。

Fig. 12 PT 3， Myc.phlei死菌感作兎肺に結核死菌を注入 30日。空洞壁， TT群と変らない。

Fig. 13 T 8， 正常兎肺に結核死菌を注入 30目。壊死巣の形成，類と皮細抱， 巨細胞の多量出

現。

Fig. 14 PP 6， Myc.phlei死菌感作兎肺に Myc.phlei死菌を注入30目。空洞壁，壊死物質はや

や少ないが，多量の特異肉芽を有する。

Fig. 15 TP 15，結核死菌感作兎肺に Myc.phlei死菌を注入。類上皮細胞性増殖炎，右上に多核

球の善明な渉出がある。

Fig. 16 P 10，正常兎柿に Myc.phlei死菌を注入。 類上皮細胞結節，左下の結節には壊死が起

ゥている。
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